
「方

仁I

，し、

理
学
』

lま

じ

め

fこ

お

ぼ

き

童日

え

私
は
か
ね
て
、
一
言
語
学
は
一
言
語
社
会
学
と
一
一
一
一
口
語
心
理
学
と
の
二
体
に
分
析
さ
れ
る
、

藤

与

原

と
考
え
て
き
た
。
こ
の
考
察
に
し
た
が
っ
て
方
言
研
究

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

方
言
社
会
学
が

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
私
は
、
こ
れ
ら
二
体
の
学
を
、

よ
り
早
く
か
た
ち
を
な
し
た
。
さ
て

私
の
中
に
は
、

は
、
方
言
心
理
学
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

と
し
て
、

ま
と
め
て
い
き
た
く
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

か
え
り
み
れ
ば
、
私
に
、
「
民
閣
の
言
語
心
理
一
(
『
文
学
』
〈

c
r
N
U
E勾
ω)
と
の
旧
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
の
、
自
覚
も

お
ぼ
め
か
し
い
こ
ろ
の
「
社
会
心
理
学
」
的
所
産
で
あ
っ
た
。

ア

「
方
言
心

理
学
」

な
処
理
で
も
あ
る
0
)

を
推
進
す
る
時
は
、
方
言
学
の
た
め
に
も
、
方
言
社
会
学
と
方
一
三
一
口
心
理
学
と
の
二
体
が
う
わ
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

υ
1
1
i
(学
の
側
面
的

てf

近
来
し
き
り
に
胸
中
を
往
来
す
る
思
考

一
人
聞
の
学
と
し
て
の
方
一
一
一
口
学
」
の
実
践

- 3一



私
の
設
定
す
る
方
言
心
理
学
は
、
一
一
一
日
う
ま
で
も
な
く
、
方
言
心
理
の
学
で
あ
る
Q

こ
の
ば
あ
い
、
方
言
と
い
う
述
語
に
も
心
理
と
い
う
述
語

に
も
か
た
よ
ら
な
い
で
、
万
一
一
一
口
心
理
と
い
う
述
語
に
、
私
は
、

一
個
の
ウ
エ
イ
ト
を
お
き
た
い
。
方
言
心
理
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
的

な
も
の
で
あ
る
。

期
す
る
と
こ
ろ
の
方
言
心
理
学
は
、
方
言
生
活
の
心
理
学
で
あ
る
。
一
一
一
口
い
か
え
れ
ば
、
方
言
生
活
の
研
究
の

サ
イ
コ
グ
イ
ア
レ
タ
ト
ロ
ク

1

を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
心
理
学
的
方
言
学
と
も
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
方
戸
一
一
口
学
の
)

心
理
学
的
側
面

方
言
生
活
の
心
理
学
ゆ
え
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
言
語
心
理
学
の
範
障
を
超
え
て
、
社
会
心
理
学
的
で
あ
る
。

ツ
シ
オ
グ
イ
ア
レ
夕

方
一
一
一
口
社
会
学
、
す
な
わ
ち
方
一
一
一
一
口
生
活
の
社
会
学
は
、
方
マ
一
口
生
活
の
研
究
の
(
方
言
学
の
)
社
会
学
的
側
面
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
る
Q

こ
れ
は
、
社
会
学
的
方

言
学
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
@

方
言
生
活
(

V

言
語
生
活
)

は
、
生
活
行
動
に
は
か
な
ら
な
い
。
私
と
も
は
、

日
ご
ろ
、
方
言
生
活
の
研
究
に
し
た
が
っ
て
、
一
言
語
行
動

- 4 ー

学
を
実
践
し
て
い
る
じ

(
二
一
一
一
口
語
と
行
動
」
と
い
う
思
考
方
式
は
、
す
で
に
、
私
ど
も
に
無
用
で
あ
る
0
)

言
語
行
動
は
、
も
と
よ
り
、
社
会
に

お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
行
動
学
は
、
広
義
の
社
会
行
動
学
の
内
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
(
注
。
南
博
氏

の
『
社
会
心
理
学
入
門
』
に
は
、
「
そ
う
し
て

て
の
よ
う
な
全
体
社
会
の
規
模
で
社
会
行
動
を
分
析
す
る
学
問
は

社
会
行
動
学
と
よ
ぶ
の

が
ふ
さ
わ
し
い
総
合
的
な
共
同
研
究
の
分
野
で
あ
る
c

…
と
あ
る
0
)

私
は
い
ま
、
そ
の
よ
う
な
一
言
語
行
動
学
の
中
の
方
言
心
理
学
を
ま
と
め
よ

う
と
す
る
。
方
言
心
理
学
と
方
言
社
会
学
と
の
契
合
も
ま
た
、
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。

方

法

方
言
心
理
学
は
、

一
社
会
心
理
学
と
し
て
の
方
古
心
理
学
」
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
言
心
理
学
の
方
法
と
さ
れ
る
も
の
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
社
会
心
理
学
の
方
法
で
あ
ろ
う
。



私
は
、

い
わ
ゆ
る
心
理
学
の
専
門
学
徒
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
方
言
研
究
に
し
た
が
っ
て
、
方
言
社
会
の
方
言
生
活
に
ふ
れ
、

)

}

F

」

に
追
究
の
歩
を
進
め
て
、

い
わ
ぽ
、
方
言
心
理
の
世
界
に
あ
そ
ん
で
き
た
。
端
的
に
言
っ
て
、
私
ど
も
の
一
方
言
調
査
は
、
社
会
心
理
学
的
作
業

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ん
と
久
し
く
、
社
会
心
理
学
と
い
う
述
語
を
お
き
忘
れ
て
き
た
こ
と
か
。

研
究
史
に
よ
る
の
に
、
当
E
E
B
宮

nugm出
口
は
、

一九
O
八
年
に
、

「
〉
ロ
古
可
O

円日ロ口氏。ロ仲
c
m
C
口目白日宮
u「
n
y
-
-
c
m
u
ょ
を
発
表
し
て
い
る
@

社
会
心
理
学
と
は
何
か
。
そ
の
道
の
人
は
、
社
会
心
理
は
、

「
人
聞
の
社
会
行
動
の
心
理
」
で
あ
る
と
言
う
。
社
会
心
理
は
、
集
団
、
社
会

の
持
つ
な
ん
ら
か
の
も
の
が
、
個
人
の
行
動
に
お
よ
ぼ
す
影
響
で
あ
る
、
な
ど
と
も
一
一
一
日
わ
れ
て
い
る
。
社
会
心
理
学
は
、

「
人
聞
の
行
動
を
社

会
関
係
の
中
で
(
も
と
で
)
研
究
す
る
c
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
知
友
の
示
し
た
簡
潔
な
定
義
は
、
「
社
会
心
理
学
は
、
人
聞
の
社
会
的
な
行

動
を
研
究
す
る
も
の
o
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
ど
も
は
、
こ
う
い
う
定
義
を
聞
い
て
、

一
面
、
む
し
ろ
お
ど
ろ
く
。
人
聞
社
会
の
人
間
の
行
動
に
、
非
社
会
的
な
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
旧

F 
.) 

来
の
、
修
飾
ぬ
き
の
「
心
理
学
」
も
ま
た
、

人
間
の
行
動
の
心
理
を
問
題
に
す
る
ば
あ
い
、
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
な
行
動
を
問
題
に
し
て
き
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
近
年
、

「
社
会
心
理
学
」
の
言
わ
れ
る
こ
と
が
つ
よ
い
け
れ
ど
も
、
思
う
の
に
、
こ
れ
は
、
け
っ
し
て
個
人
心
珂
学
か

ら
隔
絶
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
現
に
、
多
く
の
社
会
心
理
学
者
は
、
そ
の
実
験
と
調
査
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
多
く
、
個
人
心
理
ベ
!
ス
の
し
ご

と
を
し
て
い
る
。

社
会
心
理
学
と
個
人
心
理
学
と
の
相
即
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
。
私
の
、
い
さ
さ
か
の
経
験
を
も
っ
て
し
で
も
、
っ
、
き
の
こ
と
が
言
え
る
。
社
会

心
理
学
が
樹
立
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
個
人
心
理
学
的
作
業
が
、
多
く
、
社
会
心
理
学
化
さ
れ
た
よ
社
会
心
理
学
の
名
の
も
と
に
お
か
れ
た
0
)

社
会
心
理
学
と
個
人
心
理
学
と
の
相
即
に
は
、
ラ
ン
グ
と
パ
ロ
l
ル
と
の
相
即
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
Q

私
は
、

求
め
る
と
こ
ろ
の
方
言
心
理
学
に
あ
っ
て
、

社
会
心
理
学
と
個
人
心
理
学
と
の
相
即
の
考
え
ら
れ
る
社
会
心
理
学
を
、

方
法
と
す

る
。
こ
れ
ま
た
、
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。



二
・
三
の
例
説
に
し
た
が
う
。
文
法
な
い
し
表
現
法
は
、
す
で
に
法
の
名
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の
に
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
社
会
心
理
学
の

対
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
表
現
法
を
ふ
ま
え
る
も
の
に
、
表
現
が
あ
る
。
前
者
は
一
般
的
で
あ
り
、
後
者
は
個
別
的
で
あ
る
。
表
現
を
直
接

の
対
象
と
す
る
も
の
は
個
人
心
理
学
で
あ
ろ
う
o
伺
人
心
理
学
と
社
会
心
理
学
と
の
相
即
は
、
表
現
と
表
現
法
と
の
相
即
に
、
さ
も
似
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
音
韻
は
、
社
会
心
理
学
の
対
象
で
あ
る
。
音
声
は
、
個
人
心
理
学
の
対
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
社
会
心
理
学
と
個
人
心
理
学
と
の
相

即
に
も
等
し
く
、
音
韻
と
音
戸
と
の
関
係
が
、
相
即
的
で
あ
る
。
造
語
法
は
、
こ
れ
ま
た
法
の
名
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
社
会
心
理
学
の
対
象

に
な
る
。
人
の
泣
く
ま
ね
を
語
に
ま
と
め
て
、
「
ナ
キ
マ
ネ
一
と
い
う
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
動
詞
連
用
形
+
名
詞
一
の
造
語

法
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
人
の
幼
児
が
、

お
と
な
の
「
ナ
キ
マ
ネ
一
と
い
う
語
を
聞
い
て
、

な
ん
の
ひ
ょ
う
し
で
か
、
「
マ
、
不
」

に
コ
旦
」
を
思
い
、

「
ナ
キ
マ
、
不
」
を
「
ナ
キ
マ
メ
」
と
言
い
あ
ら
わ
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
「
ナ
キ
マ
メ
」
は
、
明
白
な
個
人
創
作
で

み
の
っ
て
、

い
わ
ば
、
伺
人
心
理
学
の
対
象
で
あ
る
。
造
語
の
個
人
創
作
と
造
語
法
と
の
椙
即
も
ま
た
、
個
人
心
理
学
と
社
会
心
理
学
と
の
相
即

- 6ー

に
対
応
す
る
ο

作

業

方
一
一
一
一
同
心
理
学
の
た
め
に
、
私
は
、
種
々
の
調
査
作
業
を
お
こ
な
う
。

一
一
一
日
っ
て
み
れ
ば
、
私
ど
も
は
、
す
で
に
、
長
年
月
、
こ
う
し
た
作
業
を
実
施
し
て
き
た
。
地
方
に
旅
し
、
そ
れ
こ
れ
の
村
落
に
は
い
っ
て
、

土
地
人
士
の
問
に
起
居
し
、
私
ど
も
は
、
そ
こ
そ
こ
で
、
多
く
の
方
言
心
理
を
経
験
し
て
き
た

0
1
1じ
っ
さ
い
に
は
、
そ
の
方
一
一
日
心
理
の
や

ど
る
も
の
を
、
す
な
わ
ち
方
言
事
実
を
、

か
ぎ
り
も
な
く
と
り
あ
げ
て
き
た
。

社
会
心
理
学
者
は
、
こ
と
に
、

心
理
学
的
方
向
の

(
社
会
学
的
方
向
の
で
は
な
く
)

社
会
心
理
学
者
は
、

い
わ
ゆ
る
実
証
主
義
を
重
ん
じ

る
。
実
験
と
調
査
が
、
そ
の
人
た
ち
の
生
命
で
あ
る
。
そ
の
線
に
し
た
が
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
申
私
ど
も
は
、
実
験
と
い
う
よ
り
も
、
調
査
そ
の



こ
と
を
旨
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
、
こ
れ
に
か
わ
り
、
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

機
械
実
験
の
方
法
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
Q

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
お
こ
な
わ
れ
た
機
械
実
験
主
義
の
方
言
調
査
の
轍
ば
、
踏
み
た
く
な
い
。
方
言
心
開

の
把
握
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

作
業
の
領
野
は
、

ど
の
よ
う
に
見
わ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

今
は
、

単
純
に
考
え
て
も
、

ま
ず
表
現
法
事
象
の
領
域
が
と
り
た
て
ら
れ

る
。
観
察
を
替
え
、
局
面
を
と
り
な
お
せ
ば
、

た
と
え
ば
方
言
意
識
の
領
野
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
領
域
の
中
が
、

ま
た
細
分
さ
れ
る
c

要
す
る
に
、
作
業
領
域
の
分
析
は
、

つ
ぎ
に
述
べ
る
学
体
系
に
対
応
し
て
な
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

作
業
に
関
し
て
考
慮
す
べ
き
は
、
把
握
の
深
み
で
あ
る
。
私
は
、
方
言
心
理
学
の
名
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
深
切
に
、
方
言
生
活
の
、
社

会
心
理
学
的
な
現
実
を
と
ら
え
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

心
理
は
、
す
べ
て
、

人
間
生
活
の
深
奥
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
も
、
方
一
一
一
一
口
学
徒
と
し
て
、
方
言
生
活
の
社
会
心
理
学
的
な
解
明
に
し
た

-7-

が
い
、
で
き
れ
ば
、
深
到
の
追
究
・
把
握
に
成
功
し
た
い
。

学

体

系

」
こ
に
ば

一
書
の
発
表
を
想
定
し
て
、
学
体
系
を
、

い
わ
ゆ
る
目
次
の
か
た
ち
で
述
べ
て
み
る
。

日

次
は
し
が
き

方
言
研
究
の
心
理
学
的
見
地

第
一
章

方
言
社
会
の
方
言
心
理

第
二
章

社
会
意
志



社
会
意
志
は
、
社
会
心
理
に
属
す
る
。

社
会
意
志
ば
、

一
方
一
一
一
口
心
理
の
社
会
」
の
内
質
を
な
す
。

方
言
社
会
で
の
社
会
意
志
の
は
た
ら
き
を
分
析
す
れ
ば
、
次
下
の
よ
う
な
心
理
把
握
が
可
能
で
あ
る
か
。

そ
の

社
会
生
活
の
や
や
公
的
な
|
|
い
わ
ば
責
任
生
活
の
1

1
方
向
を
見
る

「
家
」
の
心
理

協
同
の
心
理

孤
行
の
心
理
(
閉
鎖
の
心
理
)

「
世
話
人
を
や
く
」
の
心
理

つ
と
め
・
義
理
の
心
理

- 8ー

守
株
の
心
理

模
倣
の
心
理

不
寛
容
・
排
他
の
心
理

制
芋
肘
の
心
珂

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
心
理
を
、
方
言
生
活
に
即
し
て
、
具
体
的
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
し
か
も
、
そ
の
説
明
が
、
深
み
を
持
つ
よ
う
に

し
た
い
。
た
と
え
ば
撃
肘
の
心
理
を
と
り
あ
げ
て
も
、
こ
れ
は
、
人
倫
語
棄
の
下
向
性
の
指
摘
な
ど
に
よ
っ
て
精
説
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の

社
会
生
活
の
多
少
と
も
私
的
な
!
1
i
い
わ
ば
無
責
任
生
活
の
|
|
方
向
を
見
る

交
際
・
つ
き
あ
い
の
心
理

。

「
ふ
う
が
わ
る
い
」
の
心
理
(
「
人
目
」
の
心
理
)



噂
《
社
会
連
帯
の
一
種
》
・
一
評
判
の
心
珂

嘘
の
心
理
《
ば
な
は
だ
対
他
的
な
も
の
》

嫉
妬
の
心
理

憎
悪
の
心
開

侮
蔑
の
心
理

調
刺
の
心
理

滑
稽
の
心
理

娯
楽
の
心
理
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無
造
作
工
夫
の
心
理

旅
人
(
お
遍
路
さ
ん
、
遊
芸
の
人
な
ど
)
を
む
か
え
る
心
理

旅
出
(
も
の
参
り
な
ど
)

の
心
理

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
心
理
把
握
ば
、
方
言
生
活
そ
の
も
の
の
描
写
に
よ
る
。
た
と
え
ば
娯
楽
の
心
理
に
つ
い
て
も
、
私
ど
も
は
、
民
間
歌

一
話
の
即
興
性
な
ど
を
実
証
し
て
、
そ
の
心
理
を
深
く
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章

方
一
一
日
意
識
と
方
言
圏

社
会
意
志
の
一
態
と
し
て
、
方
一
言
意
識
を
と
り
た
て
る
。
方
一
言
社
会
に
方
言
意
識
が
あ
る
。

1 

方
一
言
聞
の
大
小

2 

方
言
生
活
圏



以
下
、
汎
社
会
的
な
見
地
で
。
(
「
ど
の
社
会
に
あ
っ
て
も
」
と
の
心
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
な
ん
ら
か
の
社
会
で
」
と
の
心
で
あ
る
0
)

第
四
章

表
現
法
の
心
理

こ
れ
は
、

か
ん
た
ん
に
、
語
法
の
心
理
あ
る
い
は
文
法
の
心
理
と
言
っ
て
も
よ
く
、

ま
た
、

お
も
む
き
を
か
え
て
、
発
想
の
心
理
と
言
っ
て

し
よ
い
c

文
法
上
の
命
令
形
な
ど
は
、

た
ち
ま
ち
好
個
の
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
重
要
な
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
待
遇
表
現
法
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
広
く
言
っ
て
、
腕
曲
表
現
法
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
て
み
る
。
愛
知
県
尾
張
西
部
の
一
地
で
経
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一

l
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
1
1

、

H
オ
ム
ヅ
カ
ジ
ュ

1

ゴ
ザ
イ
マ
ジ
テ
。
μ

中
年
婦
人
は
、
私
の

η
ど
う
も
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
c
u
と
の
あ
い
さ
つ
に
対
し
て
、

と
返
事
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
こ
の
婦
人
は
ま
た
、
夕
食
後
、

お
膳
を
下
げ
に
き
て
、

つ
ぎ
の
間
で
、

H

エ
ラ
イ

オ
ム
ツ
カ
シ
ュ

l

ゴ
ザ

イ
マ
ジ
テ
C

山
と
、

て
い
ね
い
に
あ
い
さ
っ
し
た
ο

つ
ぎ
に
、

」
の
家
を
辞
去
す
る
さ
い
の
こ
と
で
あ
る
。

私
の
礼
辞
に
答
え
て
、
当
家
の
主

人
は
、

月
オ
ム
ツ
カ
シ
ュ

l

ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
。
μ

と
あ
い
さ
っ
し
た
。
こ
れ
ら
に
見
え
る

「
オ
ム
ツ
カ
シ
ュ

I
」

ば
、
私
ど
も
に
、

深
い
探

1O 

究
を
要
求
し
て
や
ま
な
い
。
方
言
心
理
学
の
最
大
の
研
究
課
題
の
一
つ
は
、
待
遇
心
理
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
か
。

特
異
な
表
現
法
の
一
々
に
、
所
定
の
言
語
心
理
が
あ
る
こ
と
も
、

ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

第
五
章

音
韻
の
心
理

た
だ
ち
に
思
い
お
こ
さ
れ
る
の
は
、
柳
田
国
男
先
生
の
説
か
れ
た

N
音
効
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

M
音
効
果
も
ま
た
、
重
要
視
す
ベ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
人
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に

「マ

l
マ
l
L
の
発
話
を
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に

「マ

1
」
が
、
頻
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。
与
論
島
で
は
、
文
表
現
の
末
尾
に
「
ヒ
ソ
」
が
つ
け
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
、
目
下
に
対
す
る
言
い
か
た
に
な
る
と
い
う
。

一
ヤ
シ
」
が
つ
け
ら
れ
る
と
、
日
上
に
対
す
る
言
い
か
た
に
な
る
と
い
う
。

一i
ヤ
ソ
ー
一
音
と
「
ヒ

γ
1一
音
と
の
、
作
用
上
の
大
差
が
注
目
さ
れ

る。



土
日
韻
の
心
理
と
文
法
の
心
理
と
に
関
し
て
は
、
先
掲
の
「
民
聞
の
一
一
一
日
語
心
理
」
に
、

い
く
ら
か
の
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。

第
六
章

語
詞
・
語
棄
の
心
理

便
所
は
、

か
つ
て
「
お
閑
所
」
と
も
言
わ
れ
た
。
今
日
の
「
お
手
洗
い
一
と
い
う
語
も
注
目
す
ベ
く
、
旧
の
「
お
手
水
」
と
い
う
語
も
ま
た

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
は
、
生
活
の
下
卑
の
方
向
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
、
語
詞
製
作
の
心
理
の
、
き
わ
め
て
あ
ら
わ
な
う
ご
き
が

あ
る
の
を
、
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
つ

そ
れ
そ
れ
の
語
案
分
野
に
、
相
当
数
の
語
が
、

し
ぜ
ん
に
と
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
集
会
は
、

た
だ
ち
に
、
私
ど
も
に
語
棄
の
心
理

の
え
ぐ
り
と
り
が
亡
つ
な
が
す
も
の
で
あ
る
υ

生
活
部
面
に
よ
る
語
棄
の
豊
富
と
貧
弱
と
が
ま
た
、
注
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
総
括
の
二
章
で
あ
る
。

第
七
章

地
方
性
・
風
土
性

1 

民
俗
心
理
事
態

2 

地
方
的
危
好
悪
1
1
i
風
土
性
1
1
1

第
八
章

方
言
心
理
現
象
の
特
異
性

!
ー
方
言
人
そ
の
心
理
像
!
l

八
万
一
三
心
理
学
と
方
一
一
一
司
社
会
学
と
の
相
即
〉

以

広
島
大
学
社
会
心
理
学
研
究
室
の
上
野
徳
美
氏
ば
、
社
会
心
飢
学
に
つ
い
て
、
学
史
に
も
わ
た
り
、
多
く
の
と
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
深
く
謝
し
、
厚

く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ろ
Q

(
主
七
・
一
・
一
二
)




